
北陸情報通信協議会イノベーション部会 第１８回会合を開催

～ 令和５年度活動方針、活動計画を承認 ～

北陸情報通信協議会イノベーション部会は、令和５年７月６日（木）、ＩＴビジ

ネスプラザ武蔵とwebのハイブリッド方式により、第１８回会合を開催し、丹 部

会長（北陸先端科学技術大学院大学 副学長 教授）の進行のもと、令和５年度活動

方針・計画（案）について審議を行いました。

事務局から、令和５年度は「北陸地域の特徴を活かしたＤＸ推進に向けての技術

シーズによる課題解決、更にはＤＸの全国展開の推進」テーマとして活動すること

とし、具体的な活動として、ＩｏＴ見学会やSCOPE成果発表会等に取り組むとと

もに、「北陸サイバーセキュリティ連絡会」との連携を継続すること等が提案され、

活動方針・計画（案）は承認されました。

続いて北陸総合通信局から、令和５年４月に改訂された総務省の「デジタル田園

都市国家インフラ整備計画」について、また、富山県・石川県・福井県から、令和

５年度の各県のデジタル支援施策等の説明、意見交換が行われました。 【左下に続く】
第１８回会合の様子 写真左上は、丹 康雄 部会長

【右上から】

その後、(株)石川コンピュータ・センターから、

同社が取り組んでいるデジタル支援事業について

報告を受け、最後に丹 部会長から、政府が進める

「デジタル田園都市国家構想」に関連する最近

の動向などについての説明が行われました。

今回の部会は、令和４年度に引き続きハイブ

(株)石川コンピュータ・

センター

荒井和行ＤＸ推進課長

リッド方式での開催とし、会場２０名、オンライ

ン１０名の計３０名が参加しました。

◆イノベーション部会の令和５年度活動

方針は、こちら から

https://hokurikutelecom.jp/materials/168966780163201.pdf
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